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　ハ1サニ原著　木募羨雄謬
‘‘

ｯを見つ翻る人，，　上下二冊．東京　那珂書店．債2，00及び2．40

　三者から贈られて，この夏は，暇に此の二冊を繰り返し護んだ．ホンガリ國

の：文士Zsolt　de　Harsanyiが書いたガリレオの旧記小読である．小論とは言

へ，史實に頭る忠實な書き方をしてみて，殆んど之れを正しい傳記と考へても

差支へない．分際，今から300年も前の時代だから，史料だけからは完全な鴬

垣は書けるものではない．從って，この書物以上のものが，今後もガリレオ傳

としては現はれないだらう．ガリレオの死後300年の紀念出版物として，天文

物理學徒は是非一度は通護すべきものであらう．

　原著はガリレオの尊母をよほど嚴密に調査研究したものらしい．人も場所も

年時も殆んど正確で，それに，文士らしい想像功の働らきも偉大である．ガリ

レオは言ふまでもなく，其の父母も）．兄弟も，子供も，師友も，檜侶や，大小

の政治家たちも，．皆，その性格が遺憾なく描かれてみる．ガリレオの激しい性

質と，アリストテレスへの一撤な反抗，信仰生活，法王権への愛階，その他，

物理母上の幾多の猫創的稜意，天文學上の種々な獲見等々，實に眼ざましく，

劇的な場面が慨しい．又，どこまでも人間としてガリレオを取り扱ったがため

に．今遙軍に一ケの天才として，叉，特に新教徒の立場から法王を悪玉にした

皮傳などを讃まされてるた人々は，との書によって，ガリレオの性格を知ると

共に，法王ヴ派を激せしめた竺きさつも容易に了節し得る．ガリレオ式の聖画

鏡の劇通井野木星衛星の獲見の麟目，1604年ゐ新星の出現囮犠論議，ピ

サの斜塔から試みた落礁の實験等々，輩なる記録としても；天文家には興味は

深い．一一護者は天界誌上の拙文“ガリレオ傳”を参考として之れを讃まれん

ことをすkめる．但し，多少の誤植や誤鐸がある．その中，見逃し得ないもの

を，下表に示した．澤文は頗る達者であるが，理學の素養が幾らか不足で，’其

の黒占少々讃みづらい．（山本）
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